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要旨 
 円盤銀河の渦状腕には星やガスが集中している。渦状腕への星の集中度に対して、すべての円盤銀河を機械的に数

値化する基準がなかった。本研究で数値化した結果、先行研究の目視による値と矛盾のない値が得られた。 
 
1．はじめに 
 宇宙の円盤銀河全体における渦状腕には、星や星生成に必要なガスが集中

している。腕の構造についてはシミュレーションが行われ、渦状腕への星の

集中度はElmegreenによるArm Class[1]やM. F. S Schroder et al. による渦

状腕の振幅[2]など、数値化されてきた。しかし、前者は目視であり、後者は

腕の本数であるモードや腕の巻き込み度合いを表すピッチ角が必要であるた

め、フロキュラントな銀河を含むすべての銀河を機械的に数値化することは

難しい。そこで、我々は機械的に数値化をすることにした。 
 
2．目的 
 我々の研究の目的は、解析が可能な近傍銀河において、渦状腕への星の集

中度を機械的に数値化することである。 
 
3．方法 
 銀河の腕の強さによって形態分類を行う。銀河を正面から観測した形

によって形態分類を行うために、Kuno et al[3]でまとめられている値を

用いて位置角と傾斜角の補正を行った。本研究では銀河の形態に寄与す

る星のデータを使用するため、質量の小さい星を観測した2MASSのKs
バンド[4]の面輝度分布を用いた。図1のような銀河の半径の2分の1の円

周上の場所を、平均値で規格化し二次元分布を作成した。腕の集中度は、

図2のように二次元分布上で値が1以上2以下の範囲で方位角が2分のπの
長さで区分される四角形を埋める面積の割合の最大値で求めた。 
 
4．結果 
 各銀河の腕の集中度を表1にまとめた。表中のACはElmegreenによる

Arm Class[1]である。 
 
5．考察 
 複数本の腕を持つNGC6946に対して羊毛のような腕を持

つNGC5055の腕の集中度の値は大きくArm Classとも整合

性が取れる。また、規格化により腕の集中度の値が顕著に得

ることができた。 
 
6．まとめ 
 複数本の腕や羊毛のような腕について集中度を求めることができた。今後は本研究では求めなかったNGC5194
のようなグランドデザインの腕を持つ銀河を含んだ多くの銀河について腕の集中度を求めていきたい。また、本研

究では行わなかった銀河の画像データの分解能の補正の仕方を考慮して、精度を上げていきたい。 
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図1 面輝度分布における方位角 

図2 方位角と強度の関係の例 

表1 銀河の渦状腕への腕の集中度 
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